













Research trial lessons by students of teacher-training course 
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図 7　理解度確認テストの得点状況
図 7のグラフより，該当学生は，狙った通りに
次第に難易度が高まる授業が実施できたことが確
認できた。
一方，授業進行のなかでその都度質問していた
理解度に関する授業中アンケートを整理した結果，
躓きの様子が可視化される，という該当学生の想
定していた研究仮説とは異なる結果となった。理
解度確認テストでは不正解にもかかわらず，内容
はよく理解できている，と回答するような，自己
の理解度を把握できない学習者がいること，授業
の難易度が上がると，自己の理解度を把握できな
い学習者の比率が上昇することが確認された。こ
の結果は，該当学生が自身の卒業研究としてまと
めたことに加え，さらに分析を加えた内容は，甲
南大学情報教育研究センター紀要4）や学会等5）で
も発表をおこなった。プロジェクトの成果をまと
めた論文1）にも大きく影響を与えた。
3.4　学生との取り組みを振り返って
この2014年度取り組みにおいても，学生による
模擬授業の実施は，研究の進展，学生の学びへの
理解，双方においてポジティブな結果へ結びつい
たものと考えられる。2012年度と異なり，模擬授
業は 1回と少ない回数であったものの，ある程度
の受講者を得ることができた。該当学生は，目標
を達成するために授業計画を綿密に検討し，次第
に難易度が上昇していく，という授業展開を計画
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通りに作成でき，またそのことを理解度確認テス
トで客観的に確認することもできた。特に，学生
自身のモチベーションである，躓きの様子を可視
化したい，という部分については，実際の調査で
は明確な結論を得ることができなかった一方，「わ
からないということがわからない」という，メタ
認知的観点から興味深い知見が得られ，研究プロ
ジェクトの方向性を考える上でも重要な示唆が得
らえることとなった。
この模擬授業は，学生の躓きを誘発することを
企図したものであり，実際の授業や教育実習では
行うことが難しい内容で，模擬授業という場を最
大限に活かした内容であったものと考えられる。
該当学生は，板書内容，配布するワークシート，理
解度確認テストの問題作成，といった部分まで，研
究目的の達成を目指して高いモチベーションを維
持して取り組みを行った。また，模擬授業の場に
おいても，積極的に受講者に働きかけ，結果とし
て真剣な受講態度を引き出すことに成功した。こ
れは，模擬授業が，学生自身が興味をもっている
教示に関する事象について科学的に検証する場と
なったことにより，学生の主体的な取り組みが引
き出せたためであると考えられる。
4 ．考察
本稿で紹介した 2つの取り組みでは，いずれも
模擬授業を学生主体で実施し，成功を収めること
ができたものと考えられる。ここでは，プロジェ
クトのねらいや，目下調査したいことがら，教示
方法の原案といった部分については教員側から提
示する一方，ディスカッションを通じて学生個人
が興味を持つことができる教示方略や内容を採用
し，目的に合致した試行をするに適した題材・単
元を選択する，といったアプローチで模擬授業の
デザインを実施した。
これら取り組みでは，自身が興味を持つことが
できたアプローチについて，実際に試行する場が
提供されるという状況により，該当学生のモチ
ベーションが高まり，模擬授業実現のための授業
計画立案，教材研究，といった部分の真剣な取り
組みへ結び付いていったものと考えらえる。また，
これらの模擬授業が，アルバイト受講者を募る方
式で実施されたことも重要なポイントになるもの
と考えられる。通常の授業と異なり，「失敗しても
よい」という試行の場が構築されたことから，ア
グレッシブな授業内容の選定，あるいは，教育効
果の検証を強く意識した授業デザインを安心して
取ることができ，教育実習とは異なった性質の体
験を，該当学生に提供することができたものと考
えられる。
これらの取り組みは，研究の進展という意味で
筆者ら教員にとっても有益であった。特に，模擬
授業が，受講者に近い学生の目線から構築され，ま
た上級生の真剣な取り組みを目の当たりにするこ
とで，受講者の真剣な授業態度を引き出し，意義
のある研究データを得ることができた。
他方，このような模擬授業を実現するために，十
分時間をかけた準備が必要であることも事実であ
る。研究として意義のある模擬授業とするため，該
当学生と十分なディスカッションを行って，目的
意識をきちんと共有し，さらに該当学生のモチ
ベーションを引き出せなければ，研究の方向性に
合致した調査に結びつけることが難しい。また，今
回紹介した一連の調査では，文部科学省科学研究
費補助金によってアルバイト受講者を募ることが
できたが，このような外部資金の手当て，また，受
講者募集と教室，調査環境の準備，といった部分
について，教員側の準備も必要となる。今回の一
連の取り組みは，外部資金の関係もあり，2014年
度の取り組みで終結することとなった。しかしな
がら，模擬授業を支えるための準備や心がけと
いった知識を，研究室等の組織の中でノウハウと
して蓄積し，また引継ぎしていくことができれば，
教職に興味を持った学生のチャレンジングな取り
組みの場として有益な体験の場を継続的に提供で
きるものと考えられる。
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５ ．おわりに
本稿では2012年度と2014年度に実施した，「学び
のスタイル」における学生の模擬授業について，取
り組んだ内容を検証し，その意義について議論し
た。これらの取り組みは，全て数学を題材として
実施したものの，希望する教示方略が円滑に試行
できるという条件で選び出されたものであり，ほ
かの科目であったとしても，魅力的な模擬授業に
つながるものと考えられる。教示方略といった部
分を扱う研究課題であれば，本稿で紹介したよう
な，学生にとっても魅力的な試行の場が提供され
るものと考えられる。研究目的の模擬授業の積極
的な活用は，学生と教員のWin-Winの関係として，
結実できるものと期待される。
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